
 

業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要(2025 年度) 

 

(1)  コンプライアンスに関する取組 

コンプライアンスの徹底を図るため、「千葉テレビ放送 コンプライアンス憲章」「千

葉テレビ放送 人権方針」「千葉テレビ放送 コンプライアンス規程」「千葉テレビ放送 

コンプライアンス相談通報規程」に基づき、必要な取組を行っています。 

規程に基づき、取締役、常勤監査役及び顧問弁護士による第三者的かつ実効性を持つ

機関として、コンプライアンス委員会を設置し適時に開催しております。さらに、ハラ

スメントに関する相談体制の充実を図るため、社外相談窓口を設置しました。 

研修として、取引時の注意点、ハラスメント防止策、サイバーセキュリティ対策等に

ついて、実務で重要となる事項等について実施しました。 

(2)  リスク管理に関する取組 

放送事故の発生を未然に防ぐための取組として、番組素材やＣＭ素材の搬入ルールに

ついて、編成局がそれぞれの搬入基準を作成し、これを担当者に徹底させています。 

  また、大規模災害が発生した場合に備え、千葉県東方沖を震源とする大地震を想定し

た非常事態対応訓練を行い、緊急災害放送にむけての体制の構築や情報収集等初動の確

認を行いました。 

(3)  子会社管理に関する取組 

子会社における内部統制の整備について、親会社の方針に準じた基本方針を制定し、

リスクが子会社内で発生することが想定される場合には当社と連携し迅速な対応をとる

ようにしています。 

また、定例会議等において事業の状況に関する定期的な報告がなされており、その他

重要事項においても適時に報告がなされています。 

(4)  監査役監査に関する取組 

監査役は、取締役会等の重要会議に出席しており、会計監査人とも定期的な意見交換

を実施しています。 

また、取締役及び使用人は、内部統制基本方針に基づき、報告すべき事項及び監査役

から報告を求められた事項について報告しています。 

以上 


